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遠藤卓郎 1)
集中実技「合気道j新設
小林勝法 3)，松倉啓太 1)，鈴木王番 2)，栴生習作 1)'
本学体育センターのIj目講科目の特色は，専iヨIJ
性の高い教員により，多様な種自を学習するこ
とが出来る点にある。その中でも，集中実技は
普段接することのできないスポーツに触れる絶
好の機会であり，学生にとってスポーツの新た
な魅力への入り口ともなっている。
平成 24年度集中実技は 13科目
グ，バスケットボール，キャンピング，マリン
スポーツ，ウインドサーフイン，クライミング
ウオール， ピーチスポーツ，東洋的身心鍛錬
氷上スポーツ，スノースポーツ，
リー，ウェルネス・スポーツ，水泳[初級・中
級J)I~自講された。平成 24 年度新設科目の「キャ
ンピングj，rクライミングウオールj，rピーチ
スポーッj，r東洋的身心鍛錬法」が盛況を呈し
た様子は，既に『大学体育研究j第35巻にて
報告されている。
本年度はさらなる試みとして，集中実技「合
気道」が新設された。本科目は日本の武道であ
る合気道を教材としており，体育センター開講
の集中実技の中では唯一の武道種目である。
講師には，遠藤卓郎教授を介し文教大学教
授の小林勝法氏を招蒋した。本報告では，
実習の様子を提示していく。
日程・施設
実習は 2013年9月21日(土)， 22日(日)， 
23日(祝・月)の日程で，筑波大学武道館第 2
多目的道場において実施された。第 2多呂的道
場は広さが 180畳あり， 30名が杖を使って実技
を行っても問題ない広さであった。実習の日程
表は以下の通り(表 1参照)。
2. はじめに
コマ 授業内容
①オリエンテーション
礼の心
②合気(気を合わせる)
後手首取り三教
リラックス
振り返り
気を感じる
片手取り四方投げ
関節技のあれこれ
気を出す
争わざるの理
気を読む
肩取り一教
ビデオ鑑賞「達人の干l!技」
肩取り一教
天地の気との交流
振り返りとビデオの感想
杖術
短万取り
日本の運動文化
本授業で学んだこと
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1 )筑波大学体育系
2 )筑波大学大学院博士前期課程人間総合科学研究科体育学専攻
3 )文教大学
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3. 学生募集
オリエンテーションは 2013年7月5日(金)， 
171l寺より体育センタ -2階会議室において行っ
た。募集人員は 30名であったが，オリエンテー
ションには 51:glの学生が集まった。定員を超
えたため必修科目としての最修希望者を優先
し， r~lll] 科 I~l としての履修希望者を退室させた。
それでも を超えていたため.30名になるま
で抽選を行った。実習前にキャンセルした学生
が 1名，当日病気のため受講をi祈念した学生が
l名，無断で欠席した学生が 1~.山、た。最終 li<]
な受講生は 27名(男子 20名，女子 7~I) となっ
た。
4. 用具
実習用に合気道用品専門);5の星道株式会社よ
り，杖と木製短万を購入した。詳細は以 iごの通
り(表2参照)。
表2 実習用道具の購入品
商品名 lji 11li 11~1 数
杖 4.21尺
-木 イチイ樫製(赤樫)
￥2，340 18 
ニス ニス仕上げ
'直径 8分
木製短刀
-木 イチイ樫 ￥810 15 
ニス ニス仕 i二げ
5. 実翠概要
1~11 Li. 本実習において小林氏から事前に提
示された概要である (1~11 参照)。
実習はこれらの内容に基づき，表3に示した
ように 75分x10コマを 3日間に分けて実施し
た(表3参照)。
6. 世我
実習JV]1I¥J I~I~I に治療を受けた学生はいなかった。
合気道lま古流の柔術から発展し、昭和時代に成立した武道です。
相手の気を妻美しそれを導いて、技をかけます。
カを用いませんので、非力な人でもできます。
カ尽くで相手を投げたり、倒したりしません。
中習の著名な兵法家である孫子の兵法に記されている f戦わずし
て勝つJ告と体現した武道と震えます。
この授業で護身の，乙特を学んでくださ川
外国人に日本の文化のーっとして紹介できるようになります。
i豆11 実習概要
図2 講師の小林勝法氏
7. 学生の反応
実習終了後，学生に対してレポートを課した。
課題は 1)受講の目的， 2) 目的達成のためにし、
ょうとしたこと， 3)結果(得られたこと)， 4) 
感想と提案であった。ここでは， レポートの内
容に基づいて，学生の反応についてみていきた
し¥0
1 )受講の目的
「外国人留学生と接する機会が多いことから，
日本の武道を体感し国際交流に役立てたいと
思ったからである。学類の授業で自本文化につ
いて勉強している私は，この授業を受講するこ
とは机の上で、勉強しているだけでは気がっけな
いことを学ぶチャンスであると考えたJ(呂本
語日本文化・女子)
「知識の合気道と実践の合気道の違いを学ぶJ
(工学システム・男子)
-74-
月日 1寺
12 : 15 
13 : 30 
9月21Iヨ 13: 45 
(:1二)
15 : 00 
15 : 15 
16 : 30 
8 : 40
9 : 55
10 : 10 
11 : 25 
9月22日
(日) 12 : 15 
9月23日
(祝・月)
13 : 30 
13 : 45 
15 : 00 
15 : 15 
16 : 30 
8: 40 
9 : 55
10 : 10 
11 : 25 
表 3 実習内容一覧
コマ 内容
遠藤教授よか小林氏の紹介がなされた。小林氏より.3 EI習の実習及び合
気道の概要について説明がなされた。 2列横隊になり，座ネしを行った。 準
① 備運動として，真向法(まっこうほう)と後ろ受身を行った。合気道では
力を真っ向から受け止めないため，足IJfiを狭くして臨機応変に動くことの
出来る姿勢が重要であると説かれ，半身の構えと足さばきを行った。
後手首取り三教を行った。 2人組を作り，まず両者並んでL立ち，肩を組ん
できた相手の手を外し相手をうつ伏せに制するパターンを練習した。次
② いで，真後ろから両手を掴まれた状態から，合気上げをして相手の手首を
外し相手をうつ伏せに制するパターンを練習した。その後，小林氏の拍
子木を打つ音に合わせ，呼吸法を行った。
後手首取り三教の演武を行った。 2人組問士でペアを作り.片方の組が?J:Il
⑦ 武しているところを， もう一方の組が携帝電話の動画機能で撮影した。 演
w 武後.2人組で寝によろ(野i二!体操)及び屑)JI刊号はがしを行った。最後に，
小林氏の拍子木に合わせ，呼吸j去を行った。
2列横隊となり，気の体験を行った。自分の気が感じられるかを試した後，
2人組で気について感じたことを話し合った。次に片手取り 1m方投げを行っ∞ た。 向かい合わせになった相手に片方の手首をつかまれた状態からその相
w 手の手を持ち，腕と体を回し相手を後ろに倒すパターンを練習した。基本
の技から応用の技まで段階的に行われた。最後に，小林氏の拍子木に合わ
せ，呼吸法を行った。
片手取り四方投げの演武を行った。 2人組問士でペアを作り，片方の組が
演武しているところを， もう一方の組が携帯電話の動画機能で掲影した。
① 次に関節技であるこ教・ 1m教・小手返しを行った。その後，杖を用いた杖
術の基本練習を行った。杖を留す，構える，振る等の基本的な動きの練習
をした。最後に，小林氏の拍子木に合わせ，呼吸法を行った。
2人組となり，気を出す練習を行ったo 1人が腕を前に伸ばしもう l人が
その肘と手首を持ち相手の肘を曲げようと力を入れる状態から，腕を出し
ている側の気の出し方の違いでどのように変化するかを感じとった。次に
⑥ 相手との間合いを読み取る練習を行った。その後. 2人組で肩取り一教を
行った。 向かい合わせになり， 自分の肩に手を伸ばしてきた相手の手を取
り，体全体を回して相手をうつ伏せに倒し一教の関節技を決める練習をし
た。最後に，小林氏の拍子木に合わせ，呼吸法を行った。
資料室にてビデオ鑑賞を行った。合気道の創始者である植芝盛平の技や，
仔) 合気道の成り立ち等について学んだ。次に第二多富的道場に戻り，肩液り
v 一教の練習を行った。 1人での動きの確認や 2人組での左右の動きの練習
をした。最後に，小林氏の拍子木に合わせ，呼吸法を行った。
肩取り一教の演武を行った。 2人組問士でペアを作り，片方の組が演武し
① ているところを， もう一方の組が携帯電話の動画機能で撮影した。次に杖
ψ 術の続きを行った。構え，前方への突き，後方への突きを含めた一連の動
きを練習した。最後に，小林氏の拍子木に合わせ.呼吸法を行った。
準備体操で真向法，足さばきの練習，後ろ受け身を行った。次に，前回ま
での復習として後手首取り三教，片手取り四方投げ，宥取り一教の練習を
③ した。その後，杖術の形 (22のうち 7まで)の動きを練習し 2人組とな
り杖取り 1m方投げを行った。最後に，小林氏の拍子木に合わせ，呼吸法を
行った。
短万取りを行った。 2人組で 1人が短刀を持ち， もう 1人が五教や小手返
しを決め短万を取り上げる動きを練習した。始めは 1人での動きの確認を
⑨) し，徐々に難しい技へ移行した。その後小林氏の拍子木に合わせ，呼吸法
ザ を行った。最後に小林氏により合気道の特性，文化等についてのまとめが
なされた。遠藤教授から講師への感謝と開講の辞が述べられ.11時20分に
開講，解散となった。
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「合気道には f気jという興味深い概念があ
るそうなので， r気jを感じてみたいと思ったJ
(情報科学・男子)
「関節技の多い合気道を通して体の動きを知
るため。特に，気の感じ方，意識の仕方の変化
に伴う体の動きの変化を知るため。また，武道
である合気道を通して礼節のあり方について知
るためJ(国際総合・男子)
「私は昔から武道に関心があり，幼少H寺代か
ら，剣道をしており，大学で、はサークルで空手
をやり，昨年の体育は柔道を受講した。しかし
武道について納得のいく理解は未だできておら
ず，今回は合気道の授業で武道についての学び
を深めたいと考えていたJ(生物資源・男子)
2) Iヨ的達成のためにしようとしたこと
「毎日学んだ技を授業の後に頭、の中でイメー
ジトレーニングしたり，友達と援習するように
した。また動画投稿サイトなどで合気道の演武
の動画を検索するなど，合気道の情報を収集し
たJ(工学システム・男子)
「姿勢や角度，手足の動かし方などを締j廷で
正しいものにすることに特に気を付けた。それ
というのも，初日の段階から合気道とはどこか
優雅な武道だというイメージが私の中に根付い
たためだ。私のま1っている他の武道と違って
['1去を立てないj点がそう忠わせたのだろう」
(日本語日本文化・女子)
ir気jについてインターネットで調べるJ(情
報科学・男子)
「まず武道の基本である礼儀をしっかりと行
えるように努力しました。道場に入る際の礼と
授業の開始，終了時の礼を徹底致しました。準
備運動として教わった真向法は家でも実践しま
したJ(工学システム・男子)
3 )結果(得られたこと)
「所諮筋力トレーニングなどは重いものを重
いと感じて，それに対抗する形で筋力を増強す
るわけだが，一方で合気道では重いものをそう
図3 座ネし
と感じずに自然に扱うことで力むことなく最大
販の力を出すことができる。これを学べたこと
は自分にとってとても大きいJ(国際総合・男子)
「精神を強くするためには，落ち着くことが
必要で，それには，毎時間，授業の最後にした
呼吸法が大変役に立つと感じました。これか
ら， 自分の状況が見えなくなった時など，気持
ちを静める一つの方法として，取り入れていき
たいと思いますJ(自本語日本文化・女子)
「気の実感という点では，特に『折れない腕J
が印象深かった。力ずくで腕を伸ばし続けるよ
り，腕が遠くへ伸びている感覚で伸ばしていた
ほうが曲げられにくいのには驚いたJ(匡i際総
合・男子)
「私は人前で何かをすることはあまり得意で
なく，発表や人前で話すときはいつも緊張して
いますが，今回の合気道の授業でイ可ITJか行った
演武では，気持ちを静め，力を抜きリラックス
して行ったので緊張することなく行うことが出
来ました。この経験は他の場所でもしミかしてい
きたいと考えていますJ(工学システム・男子)
4 )感想と提案
「個人的には，中高で学んだ柔道，剣道より
も抵抗は感じなかった。あまりメジャーではな
いが，武道への親しみをもっ入り口として，合
気道を最初に学びたかったJ(応用理工・男子)
「授業は全体的にみて素晴らしいものであり，
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図4 I呼吸法
図5 ?寅武 後手苔取り三教
教え方も順序良く，かっ臨機応変で，学生のこ
とをよく考えてくださっているな， という印象
を受けたJ(生物資源・男子)
「合気道に限らず¥武道や体を使うものを伝
承するには，文字では不可能に近い。それは，
手続き記憶に依存するモノが多く，文字では伝
えきれない要素を多く含むためだ。そういった
ものを伝承していくためには，記憶媒介として
ヒトを使うしかないだろう J(工学システム・
男子)
「相手の技を受けるときに何度も地面にたた
きつけられて，それが棺手に技をかけるときよ
りも大変疲れ，また痛みを伴うものなので，あ
らゆる受け方を教えてもらえればもっと楽なも
のになったと思うJ(社会工学・男子)
「スポーツではない格闘術に対し'撞僚があり，
今回相手と戦って倒す技に触れられたことは自
i翠6 杖術
図7 指導の様子
分にとって貴重な体験になったと思うJ(日本
語日本文化・男子)
9. まとめ
受講生の内訳をみると，課外活動や授業など
で武道を経験した学生は 2割程度しかいなかっ
た。それにもかかわらず， 51名を超える学生が
オリエンテーションに集まり，また実習やレ
ポートに対しても積極的に取り組む学生が多く
見受けられた。その理由について，受講生の動
機から考えてみたい。
今回の受講生は，全て必修単位としての受講
であり，この科目が卒業要件であったことが動
機の 1つであったことは間違いないだろう。た
だ，その次に呂をひいたのは「日本文化として
合気道を学びたいjという動機であり，特にそ
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れは日本語・日本文化学実質の受講生のレポート
に見受けられた。ある学生のレポートには「私
は，外部へ行ったり，外国人と交流することが
好きなのですが，交流の際に自分が相手の文化
を学ぶ，教えてもらうというスタンスだけで接
していては，学べることが少なくなってしまっ
たか交流の幅が狭くなってしまうと感じてい
ますJと記されており，一方的に外国の文化を
学ぶだけでなく， 自分にも発信出来る日本文化
がなければ交流が先制Ilりとなるのではないか，
と懸念している様子が窺える。筑波大学は rI~l!j 
かれた大学」として留学や外国入学生の受け入
れを奨励しており，今後「日本文化として武道
を学びたいjというニーズはさらに高まってい
くものと考えられる。
こうしたニーズに対し合気道及び小林氏の
指導は非常にマッチしていた。小林氏は実習初
日のあいさつにおいて，合気道を「インテリジェ
ンス武道」と称し合気道の持つ技法の合理性
や.r専守防衛一/.r合気J.r争わずして勝つの理j
など， 日本武道の思想についても紹介されてい
た。小林氏は実習のiこ1:1で学生が疲れすぎないよ
う.飽きないよう.実技の合1J]に適切なタイミ
ングで講義を行った。講義では. rこうすれば
く出来る」といった技術上達に関するアド
バイスの他. Iなぜこのような動作が生まれた
のかJ. rなぜこの技が効くのか」などの疑問に
対し歴史的背景や解剖学的な知識から，理路
整然と説明していただいた。また演武により.
学習した礼法や技法を一連の動作として発表す
ることで¥より深い学びが促された。偲人種目
であるが，携帯電話の動画撮影機能を利用し
お互いの演武を記録しチェックしあうなど学
生向のコミュニケーションも図られていた。学
生は技の稽古から入り，合気道の控史や技の仕
組みを学び，そして日本文化に対する理解を深
めていった。
外国人と共に学び，仕事をするということ
は，現代社会において既に当然の流れとなって
いる。こうした中，外国人と話せるということ
は一般化し次は「あなたの国の文化について
話してみてくれないかJというように，その内
容が関われてくる。こうした問題に対し日本
文化を学びつつ体育ともなる武道種目は，今後
の大学体育の教材として価値が高まっていくと
考えられる。
最後に，お忙しい中，集仁1:1実技「合気道Jの
実施にご、協力いただいた小林氏に感謝を申し上
げ，本報告を終えたい。
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